
コンピュータ不正アクセス対策基準 
 

Ⅲ．構成 

本基準は、システムユーザ基準、システム管理者基準、ネットワークサービス事業者

基準及びハードウェア・ソフトウェア供給者基準からなり、その構成及び内容は以下の

とおりである。 

１．システムユーザ基準 

システムを利用する者（以下「システムユーザ」とする。）が実施すべき対策につ

いてまとめたもの。 

(1) パスワード及びユーザＩＤ管理（9 項目） 

システムユーザ自身が使用するパスワード及びユーザＩＤを管理する際に実施す

べき対策についてまとめたもの。 

(2) 情報管理（7 項目） 

システムユーザ自身が利用する情報を管理する際に実施すべき対策についてまと

めたもの。 

(3) コンピュータ管理（6 項目） 

システムユーザ自身が利用するコンピュータを利用及び管理する際に実施すべき

対策についてまとめたもの。 

(4) 事後対応（2 項目） 

システムの異常及び不正アクセスをシステムユーザが発見した場合の対応につい

てまとめたもの。 

(5) 教育及び情報収集（2 項目） 

セキュリティ対策に関する教育及び情報の収集についてまとめたもの。 

(6) 監査（1 項目） 

不正アクセス対策を適切に実施するための監査についてまとめたもの。 

 


